
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運 用 報 告 書（全体版） 
 

作成対象期間：第 ３ 期（2021年６月１日～2022年５月31日） 
 

受益者のみなさまへ 

 毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。 
 さて、DIAMケイマン・トラスト－米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）
２０１９－０４は、このたび、第３期の決算を行いました。ここに、運用状況をご報告申し上げます。今後とも一層
のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 
 ファンドの仕組みは次のとおりです。 
ファンド形態 ケイマン籍契約型外国投資信託（米ドル建て）／単位型／公社債投資信託 

信託期間 ファンドは、2019年４月26日に運用を開始し、原則として2024年５月10日に終了します。ただし、後記「繰上償還」に定めるいずれ
かの方法により早期に償還されることがあります。 

繰上償還 ファンドは以下のいずれかの事由が発生した場合には、信託期間の満了前に終了することがあります。 
(a）受益者により、ファンドが終了する旨のファンド決議が可決された場合 
(b）ケイマン諸島における規制ミューチュアル・ファンドとしてのトラストの免許その他承認が無効または不利に変更された場合 
(c）受託会社が、管理会社との協議の上、ファンドを継続することが現実的でなくもしくは望ましくなく、またはファンドの受益者

の利益に反すると判断した場合 
(d）受託会社の辞任または管理会社の解任もしくは辞任に際し、適切な代替者または受託者もしくは管理者の承継者がいない場合 
(e）主要投資対象とする債券の発行体等が債務不履行（デフォルト）となった場合、発行体の裏付資産等について、早期償還、終

了、債務不履行（デフォルト）もしくは債務削減・リストラクチャリング（ただし、これらの事由がドッド・フランク・ウォー
ル街改革および消費者保護に関する法Title２に基づく権限行使のみにより生じる場合は除きます。）または課税事由が発生
（発生する可能性を含みます。）し、かつ代替の資産への入替が行われない場合、または当該債券、発行体の裏付資産等もしく
は発行体・保証体その他関係会社のヘッジ行為に関して法令あるいは税制の変更、課税状況の変化等により当該債券が早期償還
となる場合 

また、ファンドの受益証券の発行口数が10万口を下回った場合、受託会社はファンドのすべての受益証券を強制的に換金することを
決定することができます。 

運用方針 ファンドは、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を図ることを目的として、運用を行います。 

主要投資対象 ゴールドマン・サックスが発行する米ドル建債券＊（以下「ゴールドマン・サックス社債」といいます。） 
＊ゴールドマン・サックス・ファイナンシャル・プロダクツ2018が発行し、ザ・ゴールドマン・サックス・グループ･インクによる保証が付されます。 

ファンドの 
運用方法 

ゴールドマン・サックス社債に高位に投資し、設定日から約５年後の満期償還時の当ファンドの償還価額について、元本確保をめざ
します。また、国際分散投資戦略指数Ａの収益率により決定されるゴールドマン・サックス社債の利金を獲得することをめざしま
す。 

投資制限 ●株式へは投資しません。 
●外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 
●デリバティブ取引その他の取引は行いません。 
●ゴールドマン・サックス・ファイナンシャル・プロダクツ2018が発行する米ドル建債券の投資割合には、制限を設けません。 

分配方針 毎年５月10日（休業日の場合は翌営業日）を分配金支払日として、原則として以下の方針に基づき収益の分配を行うこととします。 
① 利子等収益の中から、年率0.5％程度の分配をめざします。 
② ①に加え、成功報酬控除後の実績連動クーポン相当額の分配をめざします。 

分配金額は、投資顧問会社が決定します。ファンドの資金動向、市況動向等によっては分配を行わない場合があります。 

 
管理会社 

クイーンズゲート・バンク・アンド・トラスト・カンパニー・リミテッド 
代 行協会 員             

ゴールドマン・サックス証券株式会社 
 

 
DIAMケイマン・トラスト－ 

米ドル建て 
ゴールドマン・サックス社債／ 

国際分散投資戦略ファンド（５年） 
２０１９－０４ 

 
ケイマン籍契約型外国投資信託（米ドル建て）／ 

単位型／公社債投資信託 
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（注１）米ドルの円貨換算は、2022年９月30日現在の株式会社三菱UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝144.81円）に

よります。 

（注２）本書の中で金額および比率を表示する場合、適宜の単位に四捨五入している場合があります。したがって、合計の数字が

一致しない場合があります。また、円貨への換算は、本書の中でそれに対応する数字につき所定の換算率で単純計算のう

え、必要な場合四捨五入してあります。したがって、本書中の同一情報につき異なった円貨表示がなされている場合もあ

ります。 

（注３）本書の中で、計算期間（以下「会計年度」ともいいます。）とは、６月１日に始まり翌年５月31日に終わる期間を指しま

す。ただし、第１会計年度は2019年４月26日に始まり2020年５月31日に終了した期間を指します。 
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１．運用の経過および運用状況の推移等 

 

（１）当期の運用経過および今後の運用方針 

 

■当期の純資産価格等の推移について 

 

第２期末の１口当たり純資産価格：106.44米ドル 

第３期末の１口当たり純資産価格： 
99.49米ドル（分配金額：0.49米ドル） 

騰落率            ：－6.07％ 
（分配金再投資ベース） 

 

 
（注１）騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみなして計算しています。 

（注２）１口当たり分配金額は、税引前の分配金額を記載しています。 

（注３）分配金再投資１口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にファンドへ再投資したとみなして算出

したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。したがって、お客様の損益の状況

を示すものではありません。単位型投資信託の分配金は実際には再投資されませんのでご留意ください。 

（注４）分配金再投資１口当たり純資産価格は、第２期末の１口当たり純資産価格を起点として計算しています。 

（注５）ファンドにベンチマークは設定されていません。 

 

■１口当たり純資産価格の主な変動要因 

 国内外の株式・債券に幅広く投資する国際分散投資戦略指数Ａが下落したことや、米国内の金利

が上昇したことなどから、投資対象であるゴールドマン・サックスが発行する米ドル建債券（以下

「ゴールドマン・サックス社債」といいます。）の価格が下落し、１口当たり純資産価格は下落し

ました。 
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■分配金について 

 当期（2021年６月１日〜2022年５月31日）の１口当たり分配金（税引前）は以下のとおりです。

なお、表中の「分配金を含む１口当たり純資産価格の変動額」は、当該分配落日における１口当た

り分配金額と比較する目的で、便宜上算出しているものです。 

 
 （金額：米ドル）

分配落日 １口当たり純資産価格 
１口当たり分配金額 

(対１口当たり純資産価格比率（注１）) 
分配金を含む１口当たり 
純資産価格の変動額（注２) 

2022／４／28 98.93 
0.49 

（0.49％）
－6.69 

（注１）「対１口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、ファンドの収益率とは

異なる点にご留意ください。 

対１口当たり純資産価格比率（％）＝100×ａ／ｂ 

ａ＝当該分配落日に再投資された１口当たり分配金額 

ｂ＝当該分配落日における１口当たり純資産価格＋当該分配落日における１口当たり分配金額 

（注２）「分配金を含む１口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出されます。 

分配金を含む１口当たり純資産価格の変動額＝ｂ－ｃ 

ｂ＝当該分配落日における１口当たり純資産価格＋当該分配落日における１口当たり分配金額 

Ｃ＝当該分配落日の直前の分配落日における１口当たり純資産価格 

（注３）2022年４月28日の直前の分配落日（2021年４月30日）における１口当たり純資産価格は、106.11米ドルで

した。 

 

■投資環境について 

 株式市場は、各国の中央銀行による強力な金融緩和策や、新型コロナウイルスのワクチン普及と

経済活動再開への期待等を背景に、2021年12月頃まで概ね上昇基調で推移しました。その後は、米

金融政策の引き締め加速への警戒感や、ロシアのウクライナ侵攻を巡る先行き不透明感などを背景

に下落に転じました。債券市場では、経済正常化への期待や各国での金融緩和縮小・利上げ観測の

強まり等を受けて、利回りが上昇（価格は下落）しました。 

 

■ポートフォリオについて 

 ゴールドマン・サックス社債に高位に投資をしました。当ファンドが主として投資するゴールド

マン・サックス社債のクーポンは、国際分散投資戦略指数Ａの騰落率に連動して決まります。当指

数は、運用開始基準日から実績連動クーポン決定日（2022年４月11日）までの期間に約2.84％下落

しました。 

 

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄 

 当期末現在における有価証券の概要については、後記「３．ファンドの経理状況 財務諸表

（３）投資有価証券明細表等」をご参照ください。 

 

■今後の運用方針 

 引き続き、ゴールドマン・サックス社債に高位に投資し、満期償還時の当ファンドの償還価額に

ついて元本確保をめざしつつ、ゴールドマン・サックス社債の利金収入から諸コスト等を差し引い

た分配原資のなかから、年１回の決算時に分配を行うことを目指します。 
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（２）費用の明細 

項目 項目の概要 

管理会社報酬 
報酬対象額（注１）の年率0.01％（ただし、最低報
酬額として四半期ごとに3,750米ドルがかかりま
す。）（年毎後払い） 

ファンドに対する管理業務 

受託会社報酬 
報酬対象額の年率0.01％（ただし、最低報酬額と
して四半期ごとに3,750米ドルがかかります。）
（年毎後払い） 

ファンドに対する受託業務 

管理事務 
代行会社報酬 

報酬対象額の年率0.100％（年毎後払い） 
さらに、ケイマン諸島の自動情報交換（ＡＥＯ
Ｉ）コンプライアンス報告サービスの提供に対し
て、年間2,000米ドルの固定報酬もかかります。 

ファンドの購入・換金等の受
付、信託財産の評価、純資産
総額の計算、会計書類作成お
よびこれらに付随する業務 

保管会社報酬 報酬対象額の年率0.02％（年毎後払い） 
ファンド信託財産の保管、入
出金の処理、信託財産の決済
およびこれらに付随する業務 

販売会社報酬 
報酬対象額の年率0.50％以下（月毎後払い）で、
ファンドの報酬対象額に応じて引下げることとし
ます。 

受益証券の販売業務、購入・
換金の取扱業務、運用報告書
の交付等購入後の情報提供業
務およびこれらに付随する業
務 

投資顧問会社／ 
管理会社代行 

サービス会社報酬 

報酬対象額の年率0.50％以下（年毎後払い）で、
ファンドの報酬対象額に応じて引下げることとし
ます。 

信託財産の運用に関する業務
およびファンドの事務代行
サービス業務 

代行協会員報酬 報酬対象額の年率0.03％（年毎後払い） 

目論見書、運用報告書等の販
売会社への送付、受益証券１
口当たり純資産価格の公表お
よびこれらに付随する業務 

その他の費用・ 
手数料（当期） 

0.16％ 監査報酬およびその他の報酬 

（注１）募集価額（100.00米ドル）に評価日時点の発行済受益証券口数を乗じた額を意味します。 

（注２）各報酬については、有価証券報告書に定められている料率または金額を記しています。「その他の費用・手数

料（当期）」については運用状況等により変動するものや実費となる費用が含まれています。便宜上、当期の

その他の費用・手数料の金額をファンドの当期末の純資産総額で除して100を乗じた比率を表示していますが、

実際の比率とは異なります。 
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２．運用実績 

（１）純資産の推移 

 下記会計年度末および第３会計年度中における各月末の純資産の推移は次のとおりです。 

 純資産総額 １口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第１会計年度末 
(2020年５月31日) 

19,696,133.62 2,852,197,110 97.04 14,052 

第２会計年度末 
(2021年５月31日) 

18,195,683.46 2,634,916,922 106.44 15,414 

第３会計年度末 
(2022年５月31日) 

15,551,001.60 2,251,940,542 99.49 14,407 

2021年６月末日 18,269,512.21 2,645,608,063 106.87 15,476 

７月末日 18,316,586.66 2,652,424,914 107.68 15,593 

８月末日 18,332,404.47 2,654,715,491 108.13 15,658 

９月末日 17,870,180.60 2,587,780,853 106.47 15,418 

10月末日 17,733,824.98 2,568,035,195 105.91 15,337 

11月末日 17,510,892.00 2,535,752,271 105.14 15,225 

12月末日 17,520,132.09 2,537,090,328 105.96 15,344 

2022年１月末日 16,854,513.45 2,440,702,093 103.53 14,992 

２月末日 16,596,493.12 2,403,338,169 102.26 14,808 

３月末日 16,115,697.42 2,333,714,143 100.41 14,540 

４月末日 15,780,770.08 2,285,213,315 98.93 14,326 

５月末日 15,551,001.60 2,251,940,542 99.49 14,407 

 

（２）分配の推移 

 １口当たり分配金 

 米ドル 円 

第１会計年度 0.49 71 

第２会計年度 0.83 120 

第３会計年度 0.49 71 
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（３）販売及び買戻しの実績 

 下記会計年度の販売および買戻しの実績ならびに各会計年度末における発行済口数は次のとお

りです。 

 

 販売口数 買戻口数 発行済口数 

第１会計年度 
210,962 
(210,962) 

8,000 
(8,000) 

202,962 
(202,962) 

第２会計年度 
0 
(0) 

32,017 
(32,017) 

170,945 
(170,945) 

第３会計年度 
0 
(0) 

14,651 
(14,651) 

156,294 
(156,294) 

（注１）（ ）内の数字は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。 

（注２）第１会計年度の販売口数は、当初申込期間に販売された販売口数を含みます。 
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３．ファンドの経理状況 
 

ａ．ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、国際財務報告基準に準拠して作成された原文

の財務書類を翻訳したものです（ただし、円換算部分を除きます。）。これは「特定有価証券の

内容等の開示に関する内閣府令」に基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規

則」第131条第５項ただし書の規定の適用によるものです。 

 

ｂ．ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条

の３第７項に規定する外国監査法人等をいう。）であるプライスウォーターハウスクーパース 

ケイマン諸島から監査証明に相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明に相当する

と認められる証明に係る監査報告書に相当するもの（訳文を含みます。）が当該財務書類に添付

されています。 

 

ｃ．ファンドの原文の財務書類は米ドルで表示されています。日本文の財務書類には、主要な事項

について2022年９月30日現在における株式会社三菱UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ド

ル＝144.81円）で換算された円換算額が併記されています。なお、千円未満の金額は四捨五入さ

れているため、円換算額は合計欄の数値が総数と一致しない場合があります。 
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（訳文） 

独立監査人の監査報告書 

 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラストである 

米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４の受託会社としての立

場のファーストカリビアン・インターナショナル・バンク・アンド・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッド

御中 

 

監査意見 

 

 私たちは、本財務書類が、国際財務報告基準に準拠して、2022年５月31日現在のＤＩＡＭケイマン・トラスト（以

下「トラスト」という。）のシリーズ・トラストである米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略

ファンド（５年）２０１９－０４（以下「クラス・ファンド」という。）の財政状態、ならびに同日に終了した会計

年度における財務成績およびキャッシュ・フローをすべての重要な点について適正に表示しているものと認める。 

 

監査意見の対象範囲 

 

 クラス・ファンドの財務書類は以下で構成されている。 

 

・2022年５月31日現在の財政状態計算書 

・同日に終了した会計年度の包括利益計算書 

・同日に終了した会計年度の資本変動計算書 

・同日に終了した会計年度のキャッシュ・フロー計算書 

・財務書類に対する注記（重要な会計方針およびその他の説明情報を含む。） 

 

監査意見の根拠 

 

 私たちは、国際監査基準（以下「ISAs」という。）に準拠して監査を行った。本基準のもとでの私たちの責任は、

本報告書の財務書類の監査に対する監査人の責任の区分に詳述されている。 

 

 私たちは、私たちの意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

独立性 

 

 私たちは、国際会計士倫理基準審議会によって公表された職業会計士のための国際倫理規程（国際独立性基準を含

む。）（以下「IESBA Code」という。）に基づき クラス・ファンドに対して独立性を保持しており、また、当該 

IESBA Code で定められるその他の倫理上の責任を果たした。 

 

その他の情報 

 

 マネジメントは、その他の情報に関して責任を負う。その他の情報は、年次報告書で構成される（が、クラス・

ファンドの財務書類およびそれに対する私たちの監査報告書は含まれない）。 

 

 クラス・ファンドの財務書類に対する私たちの監査意見は、その他の情報を対象としておらず、私たちは、その他

の情報に対していかなる形式の結論の保証も表明しない。 

 

 クラス・ファンドの財務書類の監査に関する私たちの責任は、上記のその他の情報を精読し、当該情報が、財務書

類または私たちが監査で入手した知識と著しく矛盾していないか、もしくは重要な虚偽表示があると思われないかに

ついて検討することである。私たちが実施した調査に基づき、当該情報に重要な虚偽表示があるという結論に達した

場合、私たちはその事実を報告する義務がある。この点に関し、私たちに報告すべき事項はない。 
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財務書類に対するマネジメントの責任 

 

マネジメントは、国際財務報告基準に準拠して財務書類を作成し適正に表示すること、および不正または誤謬に

よる重要な虚偽表示のない財務書類を作成するためにマネジメントが必要と判断した内部統制に関して責任を有して

いる。  

財務書類を作成するに当たり、マネジメントは、クラス・ファンドが継続企業として存続する能力があるかどうか

を評価し、必要がある場合には当該継続企業の前提に関する事項を開示する責任を有し、また、マネジメントがクラ

ス・ファンドの清算もしくは事業停止の意図があるか、またはそうする以外に現実的な代替案がない場合を除き、継

続企業の前提に基づいて財務書類を作成する責任を有している。 

 

財務書類の監査に対する監査人の責任 

 

私たちの監査の目的は、全体としての財務書類に、不正または誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかに関する

合理的な保証を得て、監査意見を表明することにある。合理的な保証は、高い水準の保証であるが、国際監査基準に

準拠して行った監査が、すべての重要な虚偽表示を常に発見することを保証するものではない。虚偽表示は、不正ま

たは誤謬から発生する可能性があり、個別にまたは集計すると、当該財務書類の利用者の意思決定に影響を与えると

合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。 

私たちは、国際監査基準に準拠して実施する監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑

心を保持し、また、以下を行う。 

 

・不正または誤謬による財務書類の重要な虚偽表示リスクを識別、評価し、当該リスクに対応した監査手続を立

案、実施し、監査意見の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。不正による重要な虚偽表示を発見でき

ないリスクは、誤謬による重要な虚偽表示を発見できないリスクよりも高くなる。これは、不正には、共謀、文

書の偽造、意図的な削除、虚偽の陳述、および内部統制の無効化が伴うためである。 

 

・状況に応じて適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を理解する。ただし、これは、クラ

ス・ファンドの内部統制の有効性に対する意見を表明するためではない。 

 

・マネジメントが採用した会計方針の適切性ならびにマネジメントによって行われた会計上の見積りおよび関連す

る開示の合理性を検討する。 

 

・マネジメントが継続企業を前提として財務書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠

に基づき、クラス・ファンドの継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況に関して重要な

不確実性が認められるかどうかを結論付ける。重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務書

類の開示に注意を喚起すること、または重要な不確実性に関する財務書類の開示が適切でない場合は、監査意見

を修正する義務がある。私たちの結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象

や状況により、クラス・ファンドは継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

 

・関連する注記を含めた全体としての財務書類の表示、構成および内容を検討し、財務書類が基礎となる取引や会

計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

 

 私たちは、統治責任者に対して、特に、計画した監査の範囲とその実施時期、および監査の過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項を報告している。 
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その他の事項 

 

 監査意見を含む本報告書は、私たちの契約書の条項に従って、クラス・ファンドの受託会社としての立場で、

ファーストカリビアン・インターナショナル・バンク・アンド・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドのみ

を利用者として想定しており、それ以外の目的のためのものではない。私たちは、この監査意見を表明するにあた

り、事前に書面にて明示的に同意されている場合を除き、その他の目的もしくは本報告書を提示されたその他の者ま

たは入手した者に対して責任を有しない。 

 

プライスウォーターハウスクーパース 

 

2022年８月29日 

 

 

 

 

注：この監査報告書の訳文は、英語で作成された原文監査報告書を翻訳したものです。情報、見解または意見のあら

ゆる解釈において、英語版の原文監査報告書がこの訳文に優先します。 
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財務諸表 

（１）貸借対照表 

米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４ 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラスト 

財政状態計算書 

2022年５月31日現在 

 

 2022年５月31日現在  2021年５月31日現在 

 米ドル  千円  米ドル  千円 

資産        

現金および現金同等物（注記２および７） 322,607  46,717  305,227  44,200 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産 
（注記３および７） 

15,355,624  2,223,648  18,059,299  2,615,167 

資産合計 15,678,231  2,270,365  18,364,526  2,659,367 

        

資本（注記５）        

払込資本 15,329,927  2,219,927  16,848,615  2,439,848 

利益剰余金 221,074  32,014  1,347,068  195,069 

資本合計 15,551,001  2,251,940  18,195,683  2,634,917 

        

負債        

未払投資顧問会社報酬（注記４） 36,044  5,220  72,974  10,567 

未払監査報酬 27,618  3,999  23,300  3,374 

未払管理事務代行会社報酬（注記４） 19,133  2,771  22,750  3,294 

未払受託会社報酬（注記４） 17,931  2,597  17,929  2,596 

未払管理会社報酬（注記４） 13,638  1,975  16,365  2,370 

未払代行協会員報酬（注記４） 5,200  753  6,223  901 

未払保管会社報酬（注記４） 3,467  502  4,148  601 

未払販売会社報酬（注記４） 2,666  386  3,154  457 

その他の未払報酬 1,533  222  2,000  290 

負債合計 127,230  18,424  168,843  24,450 

資本および負債合計 15,678,231  2,270,365  18,364,526  2,659,367 

 

個人ではなく、ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラストである米ドル建てゴールドマン・サックス社債／

国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４の受託会社としての立場で、ファーストカリビアン・インターナ

ショナル・バンク・アンド・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドを代表して発行を承認する。 

 

サストリ・ドゥーキィ 日付：2022年８月29日 

ロニー・カスバート  

 

個人ではなく、ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラストである米ドル建てゴールドマン・サックス社債／

国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４の管理会社としての立場で、クイーンズゲート・バンク・アン

ド・トラスト・カンパニー・リミテッドを代表して発行を承認する。 

 

カルラ・ボッデン 日付：2022年８月29日 

シニード・ワグナー  

 

 

 添付の注記は本財務書類の一部である。 
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（２）損益計算書 

米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４ 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラスト 

包括利益計算書 

2022年５月31日に終了した会計年度 

 

 
2022年５月31日に 
終了した会計年度 

 
2021年５月31日に 
終了した会計年度 

 米ドル  千円  米ドル  千円 

投資収益／（損失）        

損益を通じて公正価値で測定する金融資産からの利息 274,568  39,760  371,465  53,792 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産に係る 
未実現評価益／（損）の純増減額 

(1,253,257) (181,484) 1,643,138  237,943 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産に係る 
実現純利益 

64,786  9,382  256,074  37,082 

投資純収益／（損失） (913,903) (132,342) 2,270,677  328,817 

        

費用        

投資顧問会社報酬（注記４） 19,412  2,811  66,897  9,687 

販売会社報酬（注記４） 32,891  4,763  47,956  6,945 

監査報酬 21,090  3,054  24,650  3,570 

管理事務代行会社報酬（注記４） 16,431  2,379  21,242  3,076 

受託会社報酬（注記４） 18,002  2,607  18,002  2,607 

管理会社報酬（注記４） 12,338  1,787  15,001  2,172 

代行協会員報酬（注記４） 4,650  673  6,133  888 

保管会社報酬（注記４） 4,628  670  4,735  686 

その他の報酬 4,489  650  2,760  400 

設立費用 -  -  399  58 

運用費用合計 133,931  19,395  207,775  30,088 

運用純収益／（損失） (1,047,834) (151,737) 2,062,902  298,729 

受益者に帰属する包括収益／（損失）合計 (1,047,834) (151,737) 2,062,902  298,729 

 

 

 添付の注記は本財務書類の一部である。 
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米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４ 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラスト 

資本変動計算書 

2022年５月31日に終了した会計年度 

                                                                                

 払込資本  （累積欠損金）／利益剰余金  合計 

 米ドル  千円  米ドル  千円  米ドル  千円 

2020年５月31日現在残高 20,264,780  2,934,543  (568,646) (82,346)  19,696,134  2,852,197 

当期における受益証券買戻 (3,416,165)  (494,695) -  -  (3,416,165) (494,695)

受益者への分配（注６） -  -  (147,188) (21,314)  (147,188) (21,314)

当期における包括利益／（損失）合計 -  -  2,062,902  298,729  2,062,902  298,729 

2021年５月31日現在残高 16,848,615  2,439,848  1,347,068  195,069  18,195,683  2,634,917 

当期における受益証券買戻 (1,518,688)  (219,921) -  -  (1,518,688) (219,921)

受益者への分配（注６） -  -  (78,160) (11,318)  (78,160) (11,318)

当期における包括利益／（損失）合計 -  -  (1,047,834) (151,737)  (1,047,834) (151,737)

2022年５月31日現在残高 15,329,927  2,219,927  221,074  32,014  15,551,001  2,251,940 

 

 

 添付の注記は本財務書類の一部である。 
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米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４ 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラスト 

キャッシュ・フロー計算書 

2022年５月31日に終了した会計年度 

 

 
2022年５月31日に 
終了した会計年度 

 
2021年５月31日に 
終了した会計年度 

 米ドル  千円  米ドル  千円 

運用活動からのキャッシュ・フロー        

受益者に帰属する包括利益／（損失）合計 (1,047,834) (151,737) 2,062,902  298,729 

受益者に帰属する包括利益／（損失）合計を運用活動
に使用した現金純額に合わせるための調整： 

       

損益を通じて公正価値で測定する金融資産の売却 
による収入 

1,515,204  219,417  3,418,640  495,053 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産に係る 
実現純利益 

(64,786) (9,382) (256,074) (37,082)

損益を通じて公正価値で測定する金融資産に係る 
未実現評価（益）／損の純増減額 

1,253,257  181,484  (1,643,138) (237,943)

運用に係る資産および負債の増減額：        

未払投資顧問会社報酬の（減少）／増加 (36,930) (5,348) 66,897  9,687 

未払監査報酬の増加 4,318  625  336  49 

未払管理事務代行会社報酬の減少 (3,617) (524) (1,885) (273)

未払受託会社報酬の増加／（減少） 2  0  (1,898) (275)

未払管理会社報酬の減少 (2,727) (395) (157) (23)

未払代行協会員報酬の減少 (1,023) (148) (655) (95)

未払保管会社報酬の減少 (681) (99) (439) (64)

未払販売会社報酬の減少 (488) (71) (1,778) (257)

その他の未払報酬の減少 (467) (68) (3,648) (528)

運用活動から生じた／（に使用した）現金純額 1,614,228  233,756  3,639,103  526,979 

        

財務活動からのキャッシュ・フロー        

受益者への受益証券買戻支払額 (1,518,688) (219,921) (3,416,165) (494,695)

受益者への分配金支払額 (78,160) (11,318) (147,188) (21,314)

財務活動（に使用した）／から生じた現金純額 (1,596,848) (231,240) (3,563,353) (516,009)

現金および現金同等物の純増減額 17,380  2,517  75,750  10,969 

現金および現金同等物の期首残高 305,227  44,200  229,477  33,231 

現金および現金同等物の期末残高 322,607  46,717  305,227  44,200 

 

 

 添付の注記は本財務書類の一部である。 
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米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４ 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラスト 

財務書類に対する注記 

2022年５月31日に終了した会計年度 

 

１．組織 

 ＤＩＡＭケイマン・トラスト（以下「トラスト」という。）は、2011年６月29日付の信託宣言（以下「信託証

書」という。）に従い、ケイマン諸島の法律に基づき設立された特例ユニット・トラストである。米ドル建てゴー

ルドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４（以下「クラス・ファンド」とい

う。）はトラストのシリーズ・トラストであり、2019年４月26日に運用を開始した。トラストは、ケイマン諸島の

ミューチュアル・ファンド法の第４条（１）項（ａ）に基づき、2011年７月15日付で認可された。トラストの登録

事務所は、ケイマン諸島、KY1-1107、グランド・ケイマン、ジョージタウン、メイン・ストリート25、私書箱694

号に所在する。 

 トラストは、金融商品取引法に従って2019年３月15日にクラス・ファンドの有価証券届出書を関東財務局局長に

提出するとともに、投資信託法に従って届出書を金融庁長官に提出した。 

 クラス・ファンドの投資目的は、安定した収益の確保とクラス・ファンドの資産の着実な成長を追求することで

ある。クラス・ファンドは、参照戦略スポンサーであるゴールドマン・サックス・インターナショナルが開発した、

一定のルールに基づき指数化された戦略である、ゴールドマン・サックスⅰ－セレクトⅣボラティリティ・ター

ゲット・シリーズ96 米ドルエクセス・リターン戦略へのエクスポージャーを獲得する。 

 

２．重要な会計方針 

 本財務書類の作成において適用された主要な会計方針を以下に記載している。これらの方針は、別途記載のない

限り、全表示年度に一貫して適用されている。 

 

作成基準：クラス・ファンドの財務書類は、国際会計基準審議会が公表した国際財務報告基準（以下「ＩＦＲＳ」

という。）に準拠して作成されている。本財務書類は、金融資産および金融負債について損益を通じた公正価値で

の再評価による修正が入った、取得原価主義に基づき作成されている。 

 ＩＦＲＳに準拠した財務書類の作成では、一定の重要な会計上の見積りの使用が要求される。また、クラス・

ファンドの会計方針を適用する過程で、受託会社は判断の行使が要求される。高次の判断や複雑性を伴う分野、ま

たは仮定や見積りが財務書類にとって重要である分野については注記２、７および８に開示されている。 

 本書において純資産とは、別途記載のない限り、資本を指す。注記５に開示されている受益証券１口当たり純資

産価格の情報は、資産合計から負債合計を控除した金額を、受益証券各クラスの発行済受益証券口数で除して算出

されている。 

 

（a）2021年６月１日から適用される基準および既存の基準の修正 

 2021年６月１日に開始した会計期間に適用される基準、基準の修正または解釈指針で、クラス・ファンドの財

務書類に重要な影響を及ぼすものはない。 

 

（b）公表済みであるが2021年６月１日に開始した会計年度には発効しておらず、早期適用もされていない新基準、

修正および解釈指針 

 2021年６月１日より後に開始する会計期間より複数の新基準、既存の基準の修正および解釈指針が有効となっ

ているが、本財務書類の作成においては早期適用されていない。これらのうち、クラス・ファンドの財務書類に

重要な影響を及ぼすことが見込まれるものはない。 
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損益を通じて公正価値で測定する金融資産および負債：クラス・ファンドは、金融資産を運用するクラス・ファ

ンドのビジネスモデルおよび金融資産の契約上のキャッシュ・フローの特性の両方に基づいて投資を分類する。

金融資産のポートフォリオの運用とパフォーマンスの評価は、公正価値に基づいて行われる。クラス・ファンド

は主に公正価値情報に重点を置き、資産のパフォーマンスの評価と意思決定に当該情報を用いている。クラス・

ファンドの債務証券の契約上のキャッシュ・フローは元利金のみであるが、当該証券は契約上のキャッシュ・フ

ローの回収のために保有されているわけでも、また契約上のキャッシュ・フローの回収と売却の両方を目的とし

て保有されているわけでもない。契約上のキャッシュ・フローの回収は、単にクラス・ファンドのビジネスモデ

ルの目的達成に付随するものである。したがって、すべての投資が損益を通じて公正価値で測定される。 

 プレミアムおよびディスカウントは、実効金利法により関連する投資の満期日までに償却される。 

 損益を通じて公正価値で測定する金融資産は、トラストの書面化された投資戦略に基づいて運用され、その実

績は公正価値に基づいて評価される。トラストの方針により、投資運用に係る意思決定上、投資顧問会社（注記

４）が公正価値に基づくこれらの金融資産および金融負債に関する情報ならびに関連するその他の財務情報を評

価する。 

 

現金および現金同等物：現金および現金同等物には、すべての要求払い現金および当座現金ならびに当初満期が

３か月以内のすべての預金が含まれる。2022年５月31日現在、クラス・ファンドのすべての現金および現金同等

物は、クラス・ファンドの保管会社が保有している（注記４）。 

 

費用：費用は発生主義で計上される。 

 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産からの利息：利息は、実効金利法を用いて期間配分基準で認識される。

損益を通じて公正価値で測定する金融資産からの利息には債務証券からの利息が含まれる。 

 

法人税等：ケイマン諸島の現行法に基づき、クラス・ファンドが支払うべき所得、不動産、譲渡売却またはその

他のケイマン諸島の税金はない。そのため、本財務書類に法人税等引当金は計上されていない。 

 2022年５月31日現在、クラス・ファンドは外国のキャピタル・ゲイン税に係る税金債務をゼロと測定した。し

かし外国の税務当局が、クラス・ファンドが稼得したキャピタル・ゲインに係る課税を事前通告なしに開始し、

かかる課税が遡及的に実施されることになるリスクがある。遡及的に課税が実施された場合、クラス・ファンド

に重大な損失が生じる可能性がある。 

 

分配：受益者への分配は、受託会社によって承認され、資本変動計算書に計上されている（注記６）。 

 

外貨換算：米ドル以外の通貨建の資産および負債は、評価日の実勢為替レートで換算される。外貨建の収益およ

び費用項目は取引日の為替レートで換算される。外貨建の利益および損失は、発生した期間の包括利益計算書に

含まれる。クラス・ファンドは投資の為替レートの変動による運用成績の一部を、保有する有価証券の市場価格

の変動により生じた変動額から分離していない。かかる変動額は、損益を通じて公正価値で測定する金融資産に

係る実現および未実現純利益／（損失）に含まれる。 

 

機能通貨および表示通貨：クラス・ファンドの財務書類に含まれる項目は、クラス・ファンドが１銘柄の米ドル

建の有価証券のみに投資しているため、米ドル（以下「機能通貨」という。）で測定されている。また、クラ

ス・ファンドは表示通貨として米ドルを採用している。 

 

受益証券：クラス・ファンドが発行する受益証券（注記５）は、受益者の選択により買戻可能であるが、2009年

に改訂されたＩＡＳ第32号に従って、資本に分類されている。かかる受益証券に対する分配は、資本変動計算書

で認識される。受益証券は、いずれかの営業日にクラス・ファンド純資産の比例持分に相当する現金で、受益者

からクラス・ファンドに戻すことができる。 
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３．損益を通じて公正価値で測定する金融資産 

 損益を通じて公正価値で測定する金融資産は、以下で構成される。 

 2022年５月31日 2021年５月31日 

 
償却原価 

（米ドル） 
公正価値 

（米ドル） 
償却原価 

（米ドル） 
公正価値 

（米ドル） 

ゴールドマン・サックス社債 15,416,270 15,355,624 16,866,688 18,059,299 

 

 2022年５月31日現在、投資の満期日は2024年４月30日（2021年：2024年４月30日）であり、固定金利は1.73％

（2021年：1.73％）である。当期中、0.00％（2021年：0.37％）の変動金利を受け取った。 

 

４．重要な契約および取引 

受託会社 

 ファーストカリビアン・インターナショナル・バンク・アンド・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッ

ドは、2011年６月29日付の基本信託証書（適宜改訂される。）に基づくトラストの受託会社および2019年３月12

日付の補足信託証書に基づくクラス・ファンドの受託会社である。受託会社は管理会社とともにトラストの管理

事務および運用に関する責任を負い、これにはトラストの受益証券の販売および買戻に関する責任が含まれる。

受託会社および管理会社は、米国みずほ銀行をクラス・ファンドの日々の管理事務業務を提供する会社として任

命した。 

 受託会社は、クラス・ファンドの資産から、報酬対象額（募集価額に評価日時点の発行済受益証券口数を乗じ

て算出される。）に対して年率0.01％の報酬（四半期毎の最低報酬額は3,750米ドル）を受け取る権利を有して

いる。受託会社報酬は、毎日計算され、発生し、毎年後払いで支払われる。 

 

管理会社 

 クイーンズゲート・バンク・アンド・トラスト・カンパニー・リミテッド（以下「管理会社」という。）は、

2011年６月29日付の基本信託証書（適宜改訂される。）に基づくトラストの管理会社および2019年３月12日付の

補足信託証書に基づくクラス・ファンドの管理会社である。 

 管理会社は、クラス・ファンド資産の管理を担当し、クラス・ファンドの受益証券の発行および買戻を命じる。

管理会社は、クラス・ファンドの資産から、報酬対象額に対して年率0.01％の報酬（四半期毎の最低報酬額は

3,750米ドル）を受け取る権利を有している。管理会社報酬は、毎日計算され、発生し、毎年後払いで支払われ

る。 

 

管理事務代行会社 

 受託会社および管理会社はクラス・ファンドを代表して、米国みずほ銀行と2011年７月５日付の契約および

2019年４月19日付で改訂された契約を締結した。かかる契約に従い、米国みずほ銀行はクラス・ファンドの管理

事務代行会社として従事している。クラス・ファンドへの管理事務代行業務の提供に関して、管理事務代行会社

は、クラス・ファンドの資産から、報酬対象額に対して年率0.10％の報酬を受け取る権利を有している。管理事

務代行会社は、１回限りの設立報酬として20,000米ドルを、また自動情報交換（AEOI）コンプライアンス報告

サービスの提供に対して年間2,000米ドルの固定報酬を受け取る権利を有する。管理事務代行会社報酬は、毎日

計算され、発生し、毎年後払いで支払われる。 

 

投資顧問会社 

 アセットマネジメントＯｎｅ株式会社（以下「投資顧問会社」という。）は、2011年７月８日付で締結され

2019年４月26日付で改訂された投資顧問契約に従い、トラストの投資顧問会社に任命された。かかる契約に従い、

投資顧問会社は、全面的な権限と裁量権をもって、各勘定における資産の投資および再投資を監督し、指示する

権限を有している。 

 投資顧問会社は、クラス・ファンドの資産から、報酬対象額に対して年率0.50％以下の報酬を受け取る権利を

有している。かかる報酬は、報酬対象額に応じて引下げることとする。投資顧問会社報酬は、毎日計算され、発

生し、毎年後払いで支払われる。さらに、投資顧問会社は、クラス・ファンドの資産から、クラス・ファンドが

受領した実績連動クーポンからの合計支払額の10％に相当する成功報酬を受領する権利を有しており、かかる報
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酬は実績連動クーポンが発表されてから60日以内または（もし早ければ）クラス・ファンドの満期償還時に毎年

支払われる。 

 

保管会社 

 米国みずほ銀行（以下「保管会社」という。）は、2011年７月５日付で締結され2019年４月19日付で改訂され

た保管契約に従い、受託会社によってクラス・ファンドの保管会社に任命された。保管会社は、クラス・ファン

ドの資産から、報酬対象額に対して年率0.02％の報酬を受け取る権利を有している。また、保管会社は、標準的

な基準に従い取引手数料を受け取る権利も有している。保管会社報酬は、毎日計算され、発生し、毎年後払いで

支払われる。 

 

代行協会員 

 2019年３月12日に、クイーンズゲート・バンク・アンド・トラスト・カンパニー・リミテッドとゴールドマ

ン・サックス証券株式会社（以下「代行協会員」という。）の間で代行協会員契約が締結された。代行協会員契

約は、管理会社によって任命されている代行協会員がこれに従ってクラス・ファンドの受益証券に関する目論見

書を日本証券業協会（以下「ＪＳＤＡ」という。）に提出し、受益証券１口当たり純資産価格を公表し、財務書

類等の書類やその他の書類をＪＳＤＡに提出することに同意する契約である。代行協会員は、クラス・ファンド

の資産から、報酬対象額に対して年率0.03％の報酬を受け取る権利を有している。代行協会員報酬は、毎日計算

され、発生し、毎年後払いで支払われる。 

 

販売会社 

 2019年３月12日に、クイーンズゲート・バンク・アンド・トラスト・カンパニー・リミテッドと大和証券株式

会社の間で受益証券販売・買戻契約が締結された。かかる契約の条項に従い、大和証券株式会社は日本における

受益証券の販売会社として従事している。販売会社は、クラス・ファンドの資産から、報酬対象額に対して年率

0.50％以下の報酬を受け取る権利を有している。販売会社報酬は、毎日発生し、毎月後払いで支払われる。 

 

５．発行受益証券 

 発行価額の総額は、10億米ドルを上限とする。受益証券１口当たりの購入価額は、100米ドルとする。受益証券

１口当たりの購入価額に最大２％の販売手数料および適用ある税額を加算することができる。適用ある場合、販売

手数料は販売会社に対して支払われる。2019年４月23日の当初申込期間終了後、追加の受益証券の購入申込みは行

われない。 

 クラス・ファンドの受益証券は、各取引日に、かかる取引日に算定される受益証券１口当たり純資産価格に等し

い買戻額で受益者の選択により買戻可能であるが、受託会社が該当する取引日より少なくとも１営業日前に買戻通

知を受け取っていることが前提となる。 

 

 2022年５月31日に 
終了した会計年度 

 
2021年５月31日に 
終了した会計年度 

期首受益証券口数 170,945  202,962 

当期買戻受益証券口数 (14,651)  (32,017) 

期末受益証券口数 156,294  170,945 

受益証券１口当たり純資産価格 99.49米ドル  106.44米ドル 

 

 

 2022年５月31日現在、クラス・ファンドは、資本に分類されるプット可能な金融商品を15,551,001米ドル（2021

年：18,195,683米ドル）保有していた。 

 クラス・ファンドの資本は、主にこれらの受益証券によって表される。注記１で概説されている投資目的と注記

７のリスク管理方針に従い、クラス・ファンドは受益者から受け取った申込金を適切な投資先に投資するとともに、

買戻に十分対応できるだけの流動性を維持するよう努めており、必要に応じて短期借入金や投資の買戻しを利用し

て流動性を高めている。 
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６．分配 

 クラス・ファンドの現在の分配方針は、各分配基準日後に年次分配金を各分配期間に関して支払うことである。

管理会社は、投資顧問会社が決定する金額（もしあれば）による分配金の支払を宣言し、手配することができる。

かかる分配金は、固定クーポンから受領した額に、実績連動クーポン（もしあれば）から受領した額（成功報酬を

控除後）を加えた額に等しい額となる。すべての分配金は、該当する分配金支払日に現金で支払われる。 

 2022年５月31日に終了した期間中に、クラス・ファンドは78,160米ドル（2021年：147,188米ドル）の受益者に

対する分配を宣言した。 

 

７．金融リスク管理 

金融商品の利用に係る戦略： 

 クラス・ファンドは、その活動により、市場リスク（価格リスク、為替リスクおよび金利リスクなど）、信用

リスクおよび流動性リスクといったさまざまな金融リスクにさらされている。クラス・ファンドの全体的なリス

ク管理プログラムは、金融市場の予測不能性に重点を置き、クラス・ファンドの財務成績に対する潜在的な負の

影響の軽減を目的としている。 

 すべての有価証券投資は、元本の損失リスクを表す。債務証券に係る元本損失の最高額の上限は、これらのポ

ジションの公正価値である。 

 

価格リスク： 

 クラス・ファンドは、価格変動リスクにさらされている。金利の変動は、債券の価格に影響を与える。一般的

に、金利の上昇により債券の価格は低下するため、受益証券１口当たり純資産価格も低下する。実績連動クーポ

ンの総額は、参照指数の収益率に基づいている。収益率がマイナスの場合、実績連動クーポンはゼロに減少し、

ゴールドマン・サックス社債の収益は固定クーポンのみに限定される。市場金利やゴールドマン・サックス社債

の発行体であるゴールドマン・サックス・ファイナンシャル・プロダクツ2018の信用度の変化に関わらず、発行

体の資金調達市況の悪化により、または参照指数の収益率の低下により、実績連動クーポンの総額が減少すると

予想される場合には、ゴールドマン・サックス社債の価格および受益証券１口当たり純資産価値は低下する。 

 投資顧問会社は、参照指数の収益率の変動を監視することにより、クラス・ファンドの投資戦略を管理する。

2022年５月31日現在のゴールドマン・サックス社債の市場価格の変動の影響を評価するため、感応度分析が行わ

れた。2022年５月31日現在、ゴールドマン・サックス社債の市場価格が10％上昇し、その他の変数を一定とした

場合、受益者に帰属する純資産は約1,535,562米ドル（2021年：1,805,929米ドル）増加していたと考えられる。

反対に、2022年５月31日現在、ゴールドマン・サックス社債の市場価格が10％下落した場合、受益者に帰属する

純資産は約1,535,562米ドル（2021年：1,805,929米ドル）減少していたと考えられる。 

 

集中リスク： 

投資顧問会社は、受益証券発行による収入のほぼすべてを単独の発行体であるゴールドマン・サックス・ファ

イナンシャル・プロダクツ2018によって発行されたゴールドマン・サックス社債に投資する。ゴールドマン・

サックス社債に関するリスクが顕在化した場合、クラス・ファンドは、分散投資ポートフォリオを有する投資信

託と比べて、大きな影響を受け、受益証券１口当たり純資産価格が大幅に低下する可能性がある。 

 

金利リスク： 

クラス・ファンドの資産が投資されるまたは一定のルールに基づき指数化された戦略がエクスポージャーを保

有するゴールドマン・サックス社債は、その保有期間（すなわち、投資顧問会社による取得時から換金時までの

期間）中の金利変動により、当該期間を通して価格が変動する。一般に、関連する国の金利が低下するにつれて、

債券または他の債務証券の価格は上昇し、関連する国の金利が上昇するにつれて、債券または他の債務証券の価

格は下落する。金利が変動する場合、債務証券（債券を含む。）の残存する保有期間は、当該債務証券の市場価

格の変化の程度の指標として使用される。他のすべての条件が等しければ、残存保有期間が長いほど、金利の一

定の動きに対する債務証券（債券を含む。）の市場価格の変化は大きくなる。純資産総額は、クラス・ファンド

および一定のルールに基づき指数化された戦略の資産が満期日までの期間が異なる債務証券で構成されているた

め、上記の変化の結果として変動することがある。 

クラス・ファンドは、現在の歴史的低金利ならびに政府の財政政策構想による将来の影響およびその結果とし
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て生じるこれらの構想に対する市場の反応により、通常の場合より高い金利上昇リスクにさらされることがある。

長期債は一般に金利の変動により敏感である。また、金利の上昇につれて、繰上償還の行使の可能性が低くなり、

この結果、当該証券は金利の変化に一層敏感になり、また、さらに金利が上昇すれば、急激な価格下落に到る可

能性があるため、金利上昇はコール条項付き債務証券のデュレーションを長期化させる。クラス・ファンドのイ

ンバース・フローターおよびフォワード・コミットメントへの投資は、これらの投資資産におけるレバレッジ的

性質により、金利リスクを上昇させる。 

金利が極めて低いか、マイナスの期間において、クラス・ファンドはプラスのリターンを維持することができ

ないことがある。米国を含む世界の多くの地域の金利は歴史的低水準にある。非常に低い金利またはマイナス金

利は、金利リスクを増大させる。ゼロ未満の金利を含む金利の変化は、市場に予測不可能な影響を及ぼす可能性

があり、市場のボラティリティを高め、クラス・ファンドのパフォーマンスを悪化させることがある。 

2022年５月31日現在、米ドル建て資産の金利が25ベーシス・ポイント低下し、その他の変数を一定とした場合、

受益者に帰属する純資産は、実質的に債務証券の公正価値の増加により、71,041米ドル（2021年：131,000米ド

ル）増加していたと考えられる。金利が25ベーシス・ポイント上昇した場合、受益者に帰属する純資産は約

72,656米ドル（2021年：129,299米ドル）減少していたと考えられる。 

クラス・ファンドは、有利子資産および負債の評価およびキャッシュ・フローの金利変動に直接さらされてい

る。上記の感応度分析は、金利の将来の変動がクラス・ファンドの受益者に帰属する純資産に与える全体的な影

響を完全に示していない可能性がある。 

 

参照戦略リスク： 

ゴールドマン・サックス社債への投資に関する参照戦略リスクは、ボラティリティおよび戦略リスクならびに

ダイリューションである。参照戦略は、裏付戦略に対する名目的なボラティリティが制御されたエクスポー

ジャーを提供することを目的とするボラティリティ調整機能を有している。これは、所定のボラティリティ目標

4.5％に関して、約12か月間のルックバック期間に実現した構成資産のボラティリティの実績に基づき、定期的

に裏付戦略に対する参照戦略のエクスポージャーを増減することにより達成される。裏付戦略について実現した

ボラティリティの増加は、参照戦略の当該裏付戦略に対するエクスポージャーを減少させる可能性があり、その

逆もあり得る。将来実現する裏付戦略のボラティリティは、過去において実現した当該裏付戦略のボラティリ

ティとは異なる可能性があり、このことから、過去に実現したボラティリティではなく、将来に実現したボラ

ティリティに基づいて計算した場合には、裏付戦略構成比率と参照戦略の実績が異なる可能性がある。 

参照戦略への投資は、ダイリューションの対象となる可能性があり、それにより当該投資における利益が制限

される可能性がある。参照ボラティリティ（該当する裏付戦略補足書に定められている。）がボラティリティ目

標を超過した場合、参照戦略は希薄化の対象になる可能性があり、参照戦略に連動する商品の投資家は、裏付戦

略の価値の上昇による利益を全面的に享受することができない可能性がある。希薄化とは、投資による利益また

は損失が当該投資へのエクスポージャーを減少させる乗数の対象となり、それにより当該投資の価額が減少した

場合にボラティリティおよび損失のリスクが減少し、当該投資の価額が上昇した場合には潜在的な利益が減少す

ることをいう。投資家は、参照戦略の裏付戦略の価額の増減により、参照戦略に連動した投資商品に関して、参

照戦略の裏付戦略の価額の増減と同じ程度の増減を享受しない可能性があることを認識する必要がある。 
 

信用リスク： 

 クラス・ファンドは、金融商品の一方の相手方の債務不履行によってもう一方の相手方に金融損失が生じるリ

スクである信用リスクにさらされている。 

 クラス・ファンドがさらされる主な集中は、クラス・ファンドによる債務証券への投資から生じる。クラス・

ファンドは、取引デリバティブ商品、現金および現金同等物ならびにその他の債権残高に係る取引相手の信用リ

スクにもさらされている。クラス・ファンドは、現金残高の預託先と有価証券取引の相手方を大手金融機関にす

ることで信用リスクに対するエクスポージャーの軽減に努めている。 

 クラス・ファンドは、債務証券に投資し、一定のルールに基づき指数化された戦略もまた、債務証券に対する

エクスポージャーを保有する。有価証券の価格は、その発行体に債務不履行等が発生または予想される場合には、

その影響を受け変動する。発行体は、債券発行代金を裏付資産に投資する。裏付資産には、ゴールドマン・サッ

クス・グループ・インクが発行するシニア債およびゴールドマン・サックス・ファイナンス・コープ・インター

ナショナルが発行するパフォーマンス連動証券（これらが早期償還、終了、債務不履行もしくは債務削減、リス
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トラクチャリングまたは課税事由が発生（発生する可能性を含む。）し、代替資産への入替が行われた場合の当

該代替資産を含む。）が含まれる。ゴールドマン・サックス社債は、ゴールドマン・サックス・ファイナンシャ

ル・プロダクツ2018が発行し、ゴールドマン・サックス・グループ・インクが保証を行う。裏付資産または保証

体の信用力が業績悪化や経営不振などにより著しく低下した場合、または倒産した場合、その影響を大きく受け

てファンドの受益証券１口当たり純資産価格が著しく低下する可能性がある。 

 

債務証券の各クラスの格付カテゴリー別ポートフォリオは以下のとおりである。 

 2022年５月31日 
 

2021年５月31日 

 
公正価値 

（米ドル） 
ポートフォリオに 
対する割合（％） 

 
公正価値 

（米ドル） 
ポートフォリオに 
対する割合（％） 

ゴールドマン・サックス社債 
格付なし 

 
15,355,624 

 
100.00％ 

  
18,059,299 

 
100.00％ 

 15,355,624 100.00％  18,059,299 100.00％ 

 

 取引はすべて認定ブローカーを通じて引渡時に決済／支払いが行われる。売却した有価証券の引渡しは、ブ

ローカーが支払いを受け取った後にのみ行われることから、デフォルト・リスクは最低水準であるとみなされる。

購入時の支払いは、ブローカーが有価証券を受け取った後に行われる。いずれかの当事者が債務を履行しなかっ

た場合、取引は成立しない。 

 クラス・ファンドは、デフォルト確率、デフォルト時エクスポージャーおよびデフォルト時損失率を用いて、

信用リスクおよび予想信用損失を測定する。マネジメントは、予想信用損失を算定する際に、過去の分析と将来

の予測情報の両方を考慮する。マネジメントは、Ｓ＆Ｐの長期格付ＢＢＢ＋を有するゴールドマン・サックス・

グループ・インクの保証がゴールドマン・サックス社債に付されているため、デフォルトの確率は殆どないと考

えている。このため、クラス・ファンドにとって重要な信用の毀損は発生しないものと考えており、12か月の予

想信用損失に基づく損失引当金を認識していない。 

 クラス・ファンドの方針に従い、投資顧問会社はクラス・ファンドの信用ポジションを毎日モニターしている。 

 

流動性リスク： 

 流動性リスクは、クラス・ファンドが、債務の期日到来時に全額を清算するための十分な現金を用意すること

ができない、あるいは著しく不利な条件でなければ清算できないリスクである。 

 市場が混乱または発行体等の信用状況が著しく悪化した場合等には、ゴールドマン・サックス社債の流動性は

著しく低下し、売却価格が一般的に想定される価格と乖離することにより、想定以上にファンドの受益証券１口

当たり純資産価格が低下し、投資者が損失を被る可能性がある。また、ゴールドマン・サックス社債の発行体の

信用リスクが顕在化した場合には、ゴールドマン・サックス社債が売却できなくなり、そのために投資顧問会社

が受益証券の買戻請求の受け付けを中止する可能性がある。 

 受益証券は、受益者の選択により要求に応じて買戻される。しかし、受託会社は、当該商品の受益者は通常、

中長期的に保有しているため、開示された当該契約上の満期が実際の現金流出を示すものであると予測していな

い。 

 2022年５月31日現在、クラス・ファンドのその他の負債はすべて、契約上の満期が１か月未満であった。投資

顧問会社はクラス・ファンドの流動性ポジションを継続的にモニターしている。 

 

保管リスク： 

 クラス・ファンドは、保管および／または決済システムが十分に発達していない市場に直接的または間接的に

投資することがある。かかる市場で取引され、かつ副保管会社の利用が必要となる状況下において副保管会社に

預託されたクラス・ファンドの資産は、特定のリスクにさらされることがある。かかるリスクには、現物有価証

券の取引代金決済の受渡が行われず、その結果、偽造有価証券の流通、コーポレート・アクションに関する情報

の不足、有価証券の取得可能性に影響を及ぼす登録手続、法律／財務に関する適切な制度がないことおよび中央

預託機関の補償制度／賠償基金がないことが含まれるが、これらに限らない。 

 クラス・ファンドは、プライムブローカー兼プライム保管会社である米国みずほ銀行（以下「みずほ」とい
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う。）に保管口座を有している。受託会社はみずほをモニターしており、適切な保管会社であると確信している

が、みずほや、クラス・ファンドが随時利用する可能性のあるその他の保管会社が破たんしないという保証はな

い。米国破産法と1970年証券投資家保護法のいずれにおいても、ブローカー－ディーラーが経営難、破たんまた

は解散した場合に顧客財産を保護するよう規定されているが、クラス・ファンドの資産を保管しているブロー

カー－ディーラーが経営難に陥った場合、一定期間資産を利用できないため損失が生じる、または資産が目減り

する、あるいはその両方が発生する可能性を排除できない。クラス・ファンドの資産のほぼすべてが１行の保管

会社で保管されているため、かかる損失は多額となり、クラス・ファンドが投資目的を達成する能力が著しく損

なわれる可能性がある。 

 

公正価値の開示： 

 ＩＦＲＳ第13号に従い、クラス・ファンドは、公正価値の測定時に使用するインプットの重要性を反映した公

正価値の階層別に公正価値測定を分類することが要求されている。公正価値の階層には以下のレベルがある。 

・活発な市場における同一資産または負債に関する相場価格（調整前）（レベル１） 

・レベル１の相場価格以外のインプットで、資産または負債について直接的（すなわち、価格として）または

間接的（すなわち、価格から算出されるもの）に観察可能なインプット（レベル２） 

・資産または負債に関する、観察可能な市場データに基づいていないインプット（すなわち、観察不能なイン

プット）（レベル３） 

 公正価値測定全体が分類される公正価値の階層のレベルは、公正価値測定全体にとって重要なインプットの最

低レベルを基準に決定する。そのために、公正価値測定全体に対するインプットの重要性が評価される。公正価

値測定で観察可能なインプットを使用しているものの、かかるインプットに観察不能なインプットに基づく重要

な調整が必要とされる場合、その測定はレベル３に分類される。公正価値測定全体に対する特定のインプットの

重要性の評価には、資産または負債に固有の要素を考慮に入れた判断が必要となる。 

 何が「観察可能」にあたるかの決定には、クラス・ファンドによる重要な判断が必要となる。クラス・ファン

ドは、容易に入手でき、定期的に配信または更新され、信頼性が高く検証可能であり、専有情報ではなく、関連

する市場に活発に関与している独立のソースから提供された市場データを観察可能データとみなしている。 

 2022年および2021年５月31日現在、損益を通じて公正価値で測定する金融資産はすべてレベル３に分類されて

いる。 

 レベル３に分類される投資は、取引の頻度が低い、あるいはまったく取引されていないため、重要性の高い観

察不能インプットを含んでいる。2022年および2021年５月31日現在、かかる有価証券に関する観察可能な価格は

入手不能であるため、クラス・ファンドは評価手法を用いて公正価値を算定している。 

 次の表は、2021年６月１日から2022年５月31日までの期間におけるレベル３に分類される投資金額のロール

フォワードを含んでいる。レベル３の投資分類は、全体的な公正価値測定における観察不能なインプットの重要

性に基づいている。ただし、レベル３の投資には、観察不能なインプットの使用に加えて、観察可能なインプッ

ト（つまり、活発に相場が付けられているか、市場ソースやデータに対して検証できるインプット）が含まれる。

したがって、以下の表の損益には、評価方法の一部である観測可能なインプットの変動に一部起因する公正価値

の変動が含まれる場合がある。 

 

ゴールドマン・サックス社債 
2022年５月31日に 
終了した会計年度 

 2021年５月31日に 
終了した会計年度 

 （米ドル）  （米ドル） 

期首残高 18,059,299  19,578,727 

投資有価証券の売却による収入 (1,515,205)  (3,418,640) 

損益を通じて公正価値で測定する金
融資産に係る公正価値で認識された
純利益／（損失） 

(1,188,470)  1,899,212 

期末残高 15,355,624  18,059,299 

損益を通じて公正価値で測定する金
融資産に係る未実現評価（損）／益 

(60,646)  1,192,611 

 
 会計年度中、レベルの間で移動はなかった。 
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 以下の表は、レベル３の投資に使用される評価方法および観察不能なインプットについての定量的情報を示し

ている。 

 

2022年５月31日現在 

 
公正価値 

（米ドル） 
評価方法 

観察不能な 

インプット 
範囲 

 
ゴールドマン・サッ

クス社債 15,355,624 

オプション価格

決定モデル 

ボラティリティ 5.3～7.0％ 

 
 

2021年５月31日現在 

 
公正価値 

（米ドル） 
評価方法 

観察不能な 

インプット 
範囲 

 
ゴールドマン・サッ

クス社債 18,059,299 

オプション価格

決定モデル 

ボラティリティ 5.3～7.0％ 

 
 

 投資有価証券（以下「ゴールドマン・サックス社債」という。）は、ゴールドマン・サックス・ファイナン

シャル・プロダクツ2018が発行し、ザ・ゴールドマン・サックス・グループ・インクによる保証が付されている。 

 価格は利含みで表示され、利息はゴールドマン・サックスⅰ－セレクトⅣシリーズ96 米ドルエクセス・リ

ターン戦略（以下「裏付戦略」という。）のボラティリティの配合割合を日次でリバランスすることによって一

定水準に調整することを目的とした参照戦略のリターンによって決定される。 

 裏付戦略の価値は、各資産の価値の加重平均によって計算されるパフォーマンスを基に算出される。 

 ゴールドマン・サックス社債は、固定および変動利率のリターンを提供する。固定クーポンは、市場金利や

ゴールドマン・サックス社債の発行体の信用状況に基づいている。実績連動クーポンは、裏付戦略指数のパ

フォーマンスに基づいているが、実績連動クーポンはマイナスにはならない。その結果、実績連動クーポンは、

裏付戦略においてマイナスのリターンに対するコール・プロテクションとして機能する。 

 ゴールドマン・サックス社債の固定利率のリターン部分の評価は、観察可能なインプット（米ドル金利等）を

含む。ゴールドマン・サックス社債の変動利率のリターン部分の評価は、ある観察不能なインプット（コール・

オプションのボラティリティ）を含み、全体としてみるとゴールドマン・サックス社債はレベル３に分類される

と結論付けられる。 

 上記で開示された各インプット変数の変更は、投資の公正価値の増加または減少をもたらす。 

 

８．公正価値で計上されていないが、公正価値が開示されている資産および負債 

 投資は公正価値で計上される。その他すべての金融資産および負債の帳簿価額は償却原価で計上され、その帳簿

価額は公正価値の合理的な近似値である。 

 現金および現金同等物には、手許現金、銀行預金および活発な市場におけるその他の短期投資が含まれる。現金

および現金同等物は、レベル１のインプットを用いて算定されている。 

 投資売却未収金およびその他の未収金には、クラス・ファンドが受け取る売掛金およびその他の債務の決済に関

する契約上の金額が含まれる。投資購入未払金および未払金は、買掛金および費用の決済に関してクラス・ファン

ドが支払う契約上の金額および債務を表す。これらの未収金および未払金は、レベル２のインプットを用いて算定

されている。 

 インプット可能な受益証券の価額は、クラス・ファンドの準拠文書に従い、クラス・ファンドの資産合計とその

他すべての負債との正味差額に基づいて計算される。これらの受益証券は、活発な市場で取引されていない。これ

らの受益証券は、受益者の選択により受益証券クラスに帰属するクラス・ファンドの純資産価額の比例持分と同額

の現金でいずれかの取引日に買戻可能であり、クラス・ファンドに戻されることがあるため、これらの受益証券に

は要求払いの要素がある（注記２および７）。 
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９．金融商品の分類 

 

2022年５月31日  

償却原価で 

測定する 

金融資産 

（米ドル） 

 

損益を通じて 

公正価値で 

測定する 

金融資産 

（米ドル） 

 

 

 

合計 

 

（米ドル） 

資産（財政状態計算書より） 

現金および現金同等物 322,607  －  322,607 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産 －  15,355,624  15,355,624 

322,607  15,355,624  15,678,231 

     

負債（財政状態計算書より）      

未払投資顧問会社報酬 36,044  －  36,044 

未払監査報酬 27,618  －  27,618 

未払管理事務代行会社報酬 19,133  －  19,133 

未払受託会社報酬 17,931  －  17,931 

未払管理会社報酬 13,638  －  13,638 

未払代行協会員報酬 5,200  －  5,200 

未払保管会社報酬 3,467  －  3,467 

未払販売会社報酬 2,666  －  2,666 

その他の未払報酬 1,533  －  1,533 

受益者に帰属する純資産 15,551,001  －  15,551,001 

15,678,231  －  15,678,231 

 

2021年５月31日  

償却原価で 

測定する 

金融資産 

（米ドル） 

 

損益を通じて 

公正価値で 

測定する 

金融資産 

（米ドル） 

 

 

 

合計 

 

（米ドル） 

資産（財政状態計算書より） 

現金および現金同等物 305,227 － 305,227 

損益を通じて公正価値で測定する金融資産 － 18,059,299 18,059,299 

305,227 18,059,299 18,364,526 

負債（財政状態計算書より） 

未払管理事務代行会社報酬 22,750  － 22,750 

未払監査報酬 23,300  － 23,300 

未払受託会社報酬 17,929  － 17,929 

未払管理会社報酬 16,365  － 16,365 

未払代行協会員報酬 6,223  － 6,223 

未払投資顧問会社報酬 72,974  － 72,974 

未払販売会社報酬 3,154  － 3,154 

未払保管会社報酬 4,148  － 4,148 

その他の未払報酬 2,000  － 2,000 

受益者に帰属する純資産 18,195,683  － 18,195,683 

18,364,526 － 18,364,526 

 



－  － 

 

 

27

10．コミットメント 

 通常の業務において、受託会社および／または管理会社（以下「マネジメント」という。）はトラストを代表し

て、さまざまな表明や保証を含む契約や一般的な補償を提供する契約を締結している。これには、未発生であるが

マネジメントに対して行われる可能性のある将来の請求が含まれるため、これらの契約に基づくマネジメントの最

大エクスポージャーは不明であるが、マネジメントはこれまでの実績に基づき、損失リスクは僅少であると考えて

いる。 

 

11．後発事象 

 2022年６月１日から2022年８月29日までに行われた発行および買戻は、それぞれ０米ドルおよび182,643米ドル

であった。 

 新型コロナウイルス（「COVID-19」）の発生は世界的大流行に発展し、国境の閉鎖、検疫、サプライチェーンお

よび顧客活動の混乱、さらには一般的な懸念および不確実性をもたらした。この大流行は、市場の大幅な変動を招

き、クラス・ファンドによる投資の価格と流動性に悪影響を与える可能性がある。 

 後発事象の評価は、本財務書類の公表準備が整った2022年８月29日までで実施され、本財務書類に調整もしくは

開示が必要な後発事象はなかった。しかしながら、現時点において、トラストが将来の財務書類への影響を合理的

に見積もることはできない。 
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（３）投資有価証券明細表等 

米ドル建てゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド（５年）２０１９－０４ 

ＤＩＡＭケイマン・トラストのシリーズ・トラスト 

投資有価証券の補足明細（未監査） 

2022年５月31日現在 

 

数量 銘柄 償却原価 公正価値 対純資産比率 

  米ドル 米ドル （％） 

ゴールドマン・サックス社債    

15,550,000 
Goldman Sachs FP 2018, 1.73000%  
2024年４月30日満期 

15,416,270 15,355,624 98.74 

  15,416,270 15,355,624 98.74 

     

投資総額  15,416,270 15,355,624 98.74 

     

その他の資産（負債控除後）  195,377 1.26 

     

純資産   15,551,001 100.00 

 



－  － 

 

 

29

４．お知らせ 
 

 管理事務代行会社であった米国みずほ銀行（Mizuho Bank（USA））が管理事務代行業務を終了

したことに伴い、2022年９月20日付で、ルクセンブルグみずほ信託銀行（Mizuho Trust & 

Banking (Luxembourg) S.A.）が新たな管理事務代行会社となりました。 

 

 

 

 

 当ファンドは、受託会社および管理会社（以下それぞれ「使用権者」といいます。）または

その関係会社が設定・運用を行います。「ゴールドマン・サックス」は、Goldman Sachs & Co. 

LLC.（以下「使用許諾者」といいます。）の日本およびその他の国において登録された商標で

す。使用権者およびその関連会社は、使用許諾者またはその関連会社・関係会社（以下「ゴー

ルドマン・サックス」と総称します。）との間に資本関係はありません。 

 ゴールドマン・サックスは、当ファンドの設定または販売に何らの責任も有しておらず、

（代行協会員として委託された事務を除き）当ファンドの設定または販売にこれまで関与した

こともありません。ゴールドマン・サックスは、当ファンドの受益者または公衆に対し、有価

証券一般もしくは当ファンドへの投資の適否、当ファンドが一般市場もしくは指数実績を追跡

する能力の有無もしくは投資リターンを提供する能力の有無に関して、明示的か黙示的かを問

わず、いかなる表明または保証も行っておりません。使用許諾者と使用権者の関係は、当ファ

ンドに関する使用許諾者の商標の使用許諾に限られます。 

 指数計算機関（Solactive社）または参照戦略スポンサー（ゴールドマン・サックス・イン

ターナショナル）およびそれらの関連会社は、国際分散投資戦略指数に関する品質、正確性お

よび／または完全性について、何ら保証するものではありません。また、内容を制限すること

なく、いかなる場合においても、直接的、間接的、特別、懲罰的、派生的またはその他の損害

（逸失利益を含みます。）について、契約、不法行為その他のいずれによるかを問わず、いか

なる者に対しても何ら責任を負いません。 

 

 

 


